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12 月から 4月にかけてラオスを訪れたら、朝や夕方、川のほとりを眺めてみるべきだ。
滔々と流れていたメコン河とその支流は、乾季に大きく水位を下げ、人々は村からだんだん遠くなる川面を眺めなが

ら、種まきの頃合いをはかる。川の底に沈んでいた土地はこの季節、美しい野菜畑に変わる。
静かな場所では、プチプチと不思議な音が聞こえることもある。どうやら、ミミズが土を食べている音らしい。
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